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２０１０年１１月５日　第４１号　作成責任及び文責　古畑　等








団ホームページから：鬼が笑いますが来年予定 さん（2011年 10月 02日 15時 54分 35秒 ）


例年の合宿先でありました国民宿舎紀伊見荘も、未だ営業が再開されるかどうかは発表がなく、非常に不安ではございますが、来年の合宿日程だけは決まりました。４月２１日２２日の１泊２日の予定です。このホームページの練習予定にもアップしておきました。また、来年の大型連休の近辺の練習予定も若干変更となりましたので、ご確認ください。おかつよし（シャンテ子も笑っています。やった～～合宿や～～）











団ホームページから：上記関連記事：子どもたちに本を贈るキャンペ－ン（その後5）さん


（2011年 09月 23日 05時 56分 23秒）


（（財） 大阪国際児童文学館メ－ルマガジンで、被災地に直接行って絵本等を届けられたスタッフの方のレポ－トが紹介されています。（T:おかだ）「 行って来ました！東日本大震災で被災した子どもたちに本を贈る「いっしょだよ」キャンペーンの取り組みとして、９月13日に大阪府立中央図書館で大阪府子ども文庫連絡会、大阪府書店商業組合の皆さんとともに、被災地の保育所や幼稚園、小学校など16カ所872冊の発送作業を行いました。そして、本が到着する15日にその中の２カ所を訪問してきました。宮城県亘理（わたり）郡亘理町で、復興に向けて自主的に様々な取り組みをされているコミュニティーカフェ「亘理いちごっこ」では、近くの仮設住宅に住む０・１歳の子どもと母親が箱の開封と、おはなし会に参加。『りんご』（童心社）や『ぼーるがころころ』（ひかりのくに）、『きんぎょがにげた』（福音館書店）などの絵本を楽しみました。赤ちゃんからおじいさん・おばあさんまでが訪れる施設であるため、絵本を通して交流が広がればいいなと思いました。続いて、福島県伊達市立保原幼稚園は４・５歳の幼児40人がお昼寝のあと、『きょうはみんなでクマがりだ』（評論社）などの絵本やおはなしを楽しみました。おはなし会のあとは、お贈りした絵本を自由に見る時間になり、子どもたちは先生に読んでもらったり、数人で見たりしながら楽しんでいました。放射線の影響で外遊びの時間が制限される中、絵本が少しでも子どもたちの時間を楽しいものにしてくれたら、と思いました。」








シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。


























団ホームページから：（2011年 10月 02日 08時 10分 02秒）


「魂のいちばんおいしいところ」の音楽世界をめぐりつつある今ですが・・・昨日10/1の新聞コラムに「葉っぱのフレディ」の一節を引用しながら、「落ち葉を介したいのちのサイクルに入り込んだ原発災害の放射性物質」と原発問題についてのコメントが掲載されていました。この作品の持つテ－マの深さ・重さを改めて感じます。参考まで。　Ｔ：おかだ（＊毎日新聞　＜余録＞2011.10.1）――以下に転載――





１１月。また我々はオンステできるのです。２７日(日)神戸の松方記念ホールでの神戸市役所センター合唱団との共演です。これは団企画ですから、定期演奏会・コーラスフェスティバルと同じレベルの取り組み、正規の演奏会です。１０月１５日には山本収先生のご来場による全体練習も行いました。２３日（水・祝）には神戸でゲネプロにも参加します。全員がオンステできることが望まれます。がんばりましょう。





団ホームページから：上記関連記事：子どもたちに本を贈るキャンペ－ン（その後6）さん


（2011年 10月 07日 21時 09分 56秒 ）


10月5日、第二次配布分として、宮城、岩手、福島など4都県59か所（保育所、幼稚園、小学校、仮設住宅など）に計3284冊が発送されたとのことです。（毎日新聞2011.10.7付け朝刊より）　＊東京都：(社)日本国際児童図書評議会「あしたの本プロジェクト」事業の一環として、図書館バスで被災地を訪問し、子どもたちに本を貸出したり、読み聞かせなどの被災地支援活動を行っている団体です。（Ｔ：おかだ）


（以上の記事、Ｔ岡田さん、ご紹介ありがとうございます。）








諸連絡


◎重要事項：10月1日、貞松先生の交通費を団費持ちにすることが承認されました。尚、その経費についてはカルチャールームの借上げは経費が無用に嵩むため１１月以後取止めて捻出します。音楽練習室とその隣室を活用します。それにあたって鍵盤楽器をＡ中川節子さんからご寄贈いただきました。ありがとうございます。


○「魂のいちばんおいしいところ」・「日本抒情歌曲集１」音取りＣＤ（100円）で販売中。井関先生・山澤さんのご尽力に感謝します。


○団員異動：Ａ古谷(旧姓大塚)さんご退団です。永年ありがとうございました。


○Ｂのサブリーダー(新規)にジュリアンさん、Ｓのサブリーダー(交代)池田さんから貞松さんに。Ａは、パートマネージャー(交代)天野さん・森田さんから、武本さん・池内さんに。


○１０月３０日の「ももせ合唱団」の応援スタッフとして、Ｓ米澤さん・奥田さん・福井さん・中村さん・籾倉さん、Ａ谷さん・山澤さん・松村さん、Ｔ岡毅さん・岡忠夫さん、Ｂ坂東さんの１１人の皆さんが出てくださいました。ありがとうございます。（両団の団長になり替わりまして感謝。シャンテ子）





練習状況　１０月１日（土）


ＶＴは福井先生。軽いジャンプで上半身脱力。十秒間のブレスホールド。十カウントで呼気を吐ききるなどブレスの訓練。ＢＲＲＲＲＲで音階のアップダウン。ミオーーーで鼻腔を響かせる練習など、やっていただきました。


　練習曲は「魂・・・」の４曲だけ。パート練習で音の再確認。楽譜については、Ｐ１４の再下段、男声の６４～６５小節と、Ｐ１５の二段目７７～７８小節は、訂正があります。「くりかえさせねば」→「くりかえーさねば」と歌詞とその割り付けが変わりました。全体アンサンブルは「くり返す」をやりました。貞松先生は９月２４日(土)に神戸の団を訪問され、練習を見学(岡団長と数名が参加)、山本収先生と懇談、打ち合わせをされて来られ、山本先生のご希望、曲創りに沿った練習を進めていただけることになりました。山本先生は「くり返す」の曲の歌詞にくり返し出て来る「くり返す」の表現に注意されます。「く」をしっかり発音し、末尾の「す」は強くせず「柔らかいＳ音」で「Ｓっ」と抜くのがよいそうです。


１０月８日（土）テノーリ欠席につき・・・・


１０月１５日（土）山本収先生ご来場


　開始時刻を２０分早めて、和田先生のＶＴを受けました。ブレスを１０カウントで吐ききるとか、片足を前に出して両手を上から降ろして腹筋で呼気を出しきるなどのブレスコントロール。またＢＲＲＲ―で音階の上下、高い音を鼻腔に響かせる発声。ＰＰでロングトーンで我慢の筋肉を創るなどやっていただきました。「犬歯の辺りから声を出す」と言われたと思います。


　午後７時、山本収先生が前に立たれました。「まず一曲目を通してみましょう。」これは山本方式です。まずは止めずに「通し」をされます。さあそこからは数小節ごとのチェックです。山本先生の口癖は「品格を持って」でしょう。つまりアタックした歌い方より、滑らかなレガートでハモらせるご指導です。「渇き」「くり返す」では「男声が遅れがち。１２３４のリズムも棒歌いでなく、フレーズを意識して。」と、縦の線をかなり厳しく指導されました。皆かなり、いい意味で緊張して歌いました。


　後半は「筑後川」３曲。貞松先生も「男声がリズム・テンポに乗って」


と再三言われました。「山本先生が好評されておられましたよ。」と貞松先生が嬉しいお知らせをくださいました。


１０月２９日（土）


　ＶＴは久しぶりの井関先生。ＢＲＲ―でブレスコントロールと声慣らし。「カミサマガー」のフレーズで発音やリズム感練習。（井関先生のお気に入り）カデンツ（４声部で動く和声）でハモリの練習と多彩でした。


　練習曲は｢魂・・｣４曲。まずパート練習で音の確認。アンサンブルでは貞松先生は再三「リズム取り」の甘さを徹底追及でした。特にＰ４「そ・し・て」の部分は｢絶対に指揮の手を見て。｣と強調されました。さあ５日はまた山本収先生のご来場です。「よくなったね」と誉めてもらわねば。











毎日新聞余録：「ぼくたちは葉っぱに生まれて…「ぼくたちは葉っぱに生まれて、葉っぱの仕事をぜんぶやった。太陽や月から光をもらい雨や風にはげまされて、木のためにも他人（ひと）のためにもりっぱに役割を果たしたのさ。だから引っこすのだよ」。葉っぱのフレディに親友のダニエルは言った。レオ・バスカーリア作「葉っぱのフレディ」（童話屋）だ。冬の訪れと共に役目を終えて土に返っていく葉っぱが教えてくれるいのちの循環である。大地に吸い込まれていく葉っぱだけでなく、大きな木もいつか死ぬ。「でも“いのち”は永遠に生きているのだよ」。その落ち葉を介したいのちのサイクルに入り込んだ原発災害の放射性物質だ。すでに市販されていた腐葉土の汚染が問題化し、また落ち葉のたまった場所では高い放射線量が計測されるところがあって住民を不安にさせた。その一方で、放射性物質を蓄積させやすい落ち葉を除去すれば森林の除染が効果的に進むとの期待も生まれている。文部科学省の研究チームの調査では、広葉樹林の放射性セシウムの９割は落ち葉に蓄積され、地表に浸透したのは１割程度だったというデータもある。農林水産省の調査でも落ち葉の除去で森林の線量は最大５割下がり、福島県の住宅地近くの森林では落ち葉を取り去る除染が行われる。いのちと相いれぬ忌まわしい異物を包み込んで再生の循環から除かれる葉っぱたちだ。それでも一身に代えて森や人里を守る無数のフレディたちは「木のためにも他人のためにもりっぱに役割を果たしたのさ」と言ってくれるかもしれない。大いなるいのちの営みの輪の中にあって、何とも罪深く、肩身の狭い人間である。（毎日新聞　2011年10月1日　東京朝刊――）








演奏会案内　宮崎剛の「第九」ファミリーコンサート


１２月１８日（日）午後２時開演


弥生の風ホール（和泉中央駅スグ）ウチの若先生（福井雅志先生）ご出演。








